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次第

・挨拶 コンセプト及び施設整備方針の報告（一部変更）

・配置計画の提案 ・記念品等に関する報告 ・質疑応答

第四回「石川台中学校学校改築懇談会」を開催しました

令和５年12月７日に、第四回学校改築懇談会が石川台中学校にて行われました。コンセプト及び施設

整備方針のご報告（一部変更）、新校舎の配置計画、記念品等に関することが議題となりました。

2024年（令和6年）２月
発行：大田区教育委員会

実施日時：令和５年12月７日（木）
18時00分から19時00分

場 所：石川台中学校 視聴覚室

記念品等に関する報告

教育委員会にて、現時点で把握している記念品（校歌パネル、表彰状、パネルアート、オリンピック関連等）や記念樹類（けやき、

開校50周年けやき、宇宙けやき、管理職記念樹、創立30周年記念「けやきの子」像等）のご報告を行いました。

今後残してほしいもの、残せない場合についてのご意見を頂きました。

例：校歌（体育館）

例：宇宙けやき
例：創立30周年記念

けやきの子像

例：けやき

例：オリンピック関連
例：タイルアート（校歌）

第三回にてご報告しましたコンセプト及び施設整備方針（案）について、一部文言の変更をご報告するとともに、施設整備方針

をどのように新しい学校に反映させていくか、平面図の案をもとに具体的にご説明しました。（裏面参照）

□コンセプト（変更前）

石川台中学校の伝統と学年を超えたあたたかい繋がりを尊び、

多様性を受容するアットホームな学び舎

～「言葉の力」「考え方」「未来を切り拓く力」を育む、

新しい時代にふさわしい彩り豊かな学びの空間の実現～

■施設整備方針

学び：国語教育や学校図書館を中心に学習意欲を刺激する空間づくり

・学校図書館を中心としたラーニングコモンズを誰もが立ち寄りやすい場所に配置

・ラーニングコモンズにはコンピューター教室、多目的室、大村はま先生ゆかりの

コーナーを併設し、複合的な学びの場として計画

生活：心身ともに豊かな３年間を過ごせる心地良い空間づくり
・ぬくもりがあり心地良い、明るく開放的な校舎

・南向きで風通しの良い普通教室

・広い廊下をフリースペースとして設置し、先生や生徒同士の

コミュニケーションを活発化

共創：誰もが「共に育つ」ことができる多様な学びの空間づくり
・普通教室や特別教室と連携し、発展的な学びが可能な学年ごとの

多目的スペース

・特別支援教室、特別支援学級のさらなる充実 等

環境：呑川緑道軸に接する豊かな周辺環境調和し、省エネ

ルギー化を目指した施設づくり

・周辺環境と調和し、「緑豊かな学校」というイメージを継承する

周辺、屋上緑化計画

安全：防犯や防災に配慮し、誰もが利用しやすく

安心安全な施設づくり

・水害時にも避難所として利用可能な防災機能の整備

文部科学省：新しい時代の学びを
実現する学校施設の在り方
（５つの姿の方向性）より引用

□コンセプト（変更後）

石川台中学校の伝統と学年を超えたあたたかい繋がりを尊び、
多様性を受容するアットホームな学び舎

～「言葉の力」「感性」「未来を切り拓く力」を育む、

新しい時代にふさわしい彩り豊かな学びの空間の実現～
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ご不明な点やご意見については、下記担当までご連絡ください。
問合せ先：大田区教育委員会事務局 教育総務課 施設担当 ℡ 03-5744-1399  mail :  t-kyouiku@city.ota.tokyo.jp

新しい校舎等の配置を複数案で比較検討した結果、以下の理由から西側配置とすることを提案しました。

配置計画の提案について

１ 改築に係るコンセプト・施設整備方針及びゾーニング計画を最も効率的・効果的に反映し施設整備できる。

２ 動線の工夫により、避難所となる体育館を水害時にも利用可能となるよう整備できる。

３ 仮設校舎が不要であり、Ⅰ期工事で竣工する新校舎（校舎棟）を早期に運用開始できるため、教育環境の低減を

抑えることができる。

４ 改築期間中を通して、最も広く仮設校庭を確保することが可能であり、教育環境の低減を抑えることができる。

５ 工事期間が最も短く、短期間での整備が可能である。

６ 仮設校舎や仮設備品類の賃借料及び仮設校舎への引越費用が不要となり、大幅なコスト抑制ができる。

主な質疑応答・ご意見

Q：現状の教室は狭く、教室内の通路が確保されていない。また、ロッカーに荷物が収まっていない。

災害時等に安全に生徒たちが避難できる通路の確保、使いやすさに配慮された教室内のレイアウトとしてほしい。

→教室の大きさは現状より大きくなる想定である。レイアウトは設計段階で教職員のご意見を伺いながら決めていく。

Q：災害対策として、現在配備されている発電機ではなく、太陽光発電設備を設置し普段から蓄電する案はどうか。

→新しい学校には太陽光発電設備を設置していく。蓄電池設備の設置は大田区では前例がなく、ご意見として承る。

その他、キュービクルの屋上設置など、災害対策に強い学校づくりについては今後も検討を重ねていく。

Q：けやきの木は残してほしい。また、けやきの子像は移設するか。

→改築後も残す場合、配置の関係から移植する必要がある。他区では、挿し木により受け継いでいる学校もある。

けやきの子像は、別の場所に移設することを検討している。

Q：宇宙ケヤキを後継のシンボルツリーとする案も良いと思う。

→建物を新しくする際に樹木も新しくする考え方もある。けやき及び宇宙けやきの状態を総合的に判断し検討する。

１階平面図（配置図） ３階平面図２階平面図

※コンセプト及び施設整備方針を反映させる一例であり、確定した計画平面図ではありません。
詳細については、今後基本設計及び実施設計において検討してまいります。


